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専務取締役 総料理長  内山 敏彦

その他のホテルでも、
食育の授業を行っています。
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リゾートトラストだからできる食育

「食」は栄養摂取のためだけでなく、家族や友人との大切な時間を
過ごし、出会いや特別な時を演出するために欠かせないものです。
また、食は生活を豊かにするために無くてはならないものであり、重

次世代を担う子どもたちに
「夢」と「感動」を与える食育
次世代を担う子どもたちに
「夢」と「感動」を与える食育
2019年3月、ラグーナベイコート倶楽部が

愛知県蒲郡市に誕生しました。施設開業の決定より、

食に力を入れている当社だからこそできる取り組みとして

周辺地域へ食育の授業を実施することに。

2016年から蒲郡市の小学校にて毎年2～3校ずつ実施し、

2017年までは当社の総料理長である内山が

「食の大切さ・夢を持つ大切さ」を伝えてきました。

2018年からはラグーナベイコート倶楽部の

メインダイニング『MAROCE』の料理長・野口が活動を続けています。
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2018年からはラグーナベイコート倶楽部の

メインダイニング『MAROCE』の料理長・野口が活動を続けています。

ラグーナベイコート倶楽部
ホテル&スパリゾート
メインダイニング MAROCE料理長

野口  将義

要なコミュニケーションの場を作る大切な要素でもあります。食育
の授業では、子どもたちに地元の食材を使った料理を通じて「驚き」
と「感動」を演出し、食への興味へとつなげています。

料理長として着任すると同時に
食育活動の思いを引き継ぐ

身近な食材を使ったイタリア料理で
食への興味を持ってほしい

　蒲郡市の食育活動を2018年に引き継いでから、すでに4校へ
授業を行いました。食育の授業はほとんどが小学6年生の卒業
前イベントとして位置づけられており、お楽しみの授業となって
います。
　食育の授業では、蒲郡市に隣接する三河湾がイタリアのナポ
リ湾と形状や気候が似ていることから、地元のスーパーで手に
入る身近な食材を使ってナポリ料理を作ります。今年は三河湾
で採れる魚介類を使用して「アクア・パッツァ」という魚介類の蒸
し焼きを作りました。「地元の食材でこんな料理が作れるのか」
と食への興味を持ってもらうことも狙いのひとつです。子どもた
ちは表情豊かで笑顔が輝いており、授業をするこちらが圧倒さ
れるほど。純粋な反応や、終了後にもらう子どもたちからのメッ
セージから、毎回パワーをいただいています。

　私は大学時代に進路で悩み、同級生より1年遅い23歳で「料
理人になる」と決めて、イタリアへ渡ったのは29歳のときです。
大学卒業後は一般企業に勤める風潮が強かった中、時間をかけ
て自分の道を決めたことに後悔はありません。日本で最初に働
いたリストランテ、10年間のイタリア生活や当社に入るまで、さ
まざまな良い出会いが私を支えてくれて今があります。その時間
に全く無駄はありませんでした。そのため、食育の授業では「自
分の将来を今からゆっくり考えてみては」と伝えています。
　また、ぜひ1度は日本の外へ出てほしいということも話してい
ます。私自身、イタリアでの10年間は、日本とは異なる仕事への
スタンスや時間の使い方など、気づきや学びがたくさんありまし
た。世界からイタリア料理を学びに集まる同志たちは、文化も言
語も宗教も皆さまざま。寝食も共にすることで、生活習慣の違い
や“世界の多様さ”を目の当たりにした日々でした。
　今、自分が置かれている環境とは異なる文化との出会いは、自
分の視野を大きく広げてくれるはずです。未来ある小学生の子
どもたちにも、世界を見ることで視野を広げ、自分の人生を自分
で選択できるようになってほしい。私の経験を話すことが、その
きっかけになればうれしいことです。

小学校の調理室や、人数が多い時は
体育館にて授業を行っています。

各ホテルでの食育活動

子どもたちが自分の将来や
世界に目を向けるきっかけに

地元の神島高校の高校生に食育授業を実施（今
回で6回目）。生活文化系列「フードデザイン」の授
業で、洋食の長門料理長や矢倉パティシエによる
洋菓子作りを通して、プロの技を実演しました。

地元の蓼科保養学園の生徒に食育活動を実施
（今回で3回目）。今回は洋風料理の体験というこ
とで、保養学園で作られた凍み大根を使った料理
を一緒に作りました。

地元の村櫛小学校の小学生と保護者の方に食育
活動を実施。イタリアン料理長をはじめ、料理人
達と一緒に調理をし、食事の時にはテーブルマ
ナーの講習を交えるなど、「食」や「ホテルの仕事」
に興味を持っていただける機会を提供しました。

　内山総料理長が実施する食育の授業は単純な調理実習では
なく、自らの経験をふまえて子どもたちへ「食の大切さ」、「夢を
持つ大切さ」を伝えています。そんな食育に対する思いに賛同し、
2018年から引き継ぎました。
　修行に行ったイタリアで、地元の小学校へ日本食を教えたこ
ともあり、「食が人生においてどれだけ大切なことなのか」を伝え
る良い機会だと感じています。
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◆東大病院22世紀医療センター寄付講座に寄与

検診データを研究に反映
医療発展の可能性を追求

　グランドハイメディック倶楽部「ハイメディック・東大病院
コース」の検診で会員様から得られた検診データは、東京大
学医学部附属病院の22世紀医療センター コンピュータ画
像診断学/予防医学講座での研究に役立てられています。こ
の講座では、AI（人工知能）を応用した先端医療技術開発の
研究に取り組んでおり、主に「脳MRAによる脳動脈瘤の自動
検出」「肺CTによる肺結節の自動検出」「全身CTによる内臓
脂肪体積の自動計測」など、自動診断に関する様々な研究を
行っています。

　リゾートトラストグループのメディカル事業は、大学との
産学連携事業を通して、検査精度の向上や、疾患の発症メカ
ニズムの解明、早期診断法の開発など、健康寿命の延伸とい
う国家的課題の解決に向けた社会的意義の大きい研究に取
り組んでいます。

◆京都大学との共同研究

　グランドハイメディック倶楽部「ハイメディック京大病院
コース」の検診で得られた検診データは、京都大学医学部附
属病院 先制医療・生活習慣病研究センターで長期間集積・
活用して研究を進め、生活習慣病の発症病理の解明等の研
究に役立てられます。検診データを継続して得られるという
会員制ならではの当事業の特性を生かし、病気を発症した
方の数値をさかのぼり、傾向を分析するなど、研究を予防医
療に生かすという取り組みが行われています。

　お客様から「リゾートホテルでリラックスしながら高度な
検診を受けたい」という声が集まり、エクシブ山中湖内に検診
施設を設け、ハイメディックの検診を開始しました。一般的な
人間ドック以上に検診の医学的有用性の検証を続け、当時の
日本では数えるほどしかなかったPET検査装置を初めて検診

に導入。従来の人間ドックやがん検診での画像診断は臓器ご
との撮影でしたが、PET検査の導入により少ない負担で一度
に全身を調べられるようになりました。CTやMRI、血液検査
などにPET検査を組み合わせることで、一般のがん検診では
発見されにくかった早期がんの検出に成果をあげ、日本の
PET検診の指針作りにおいても重要な役割を果たしました。
　また、それらの実績が世界的に評価されPETを用いた検
診システムは「山中湖方式」と国際的に称されるまでになり
ました。

29

世界に認められた「山中湖方式」

　リゾートトラストグループでは「会員様の人生を豊かにす
る」ことをミッションとして掲げており、お客様からも健康に
関するサービスを求める声が多く上がったことから、メディ
カル事業が始まりました。1994年、まだ「がん検診」という概
念が浸透していなかった時代に始めた画期的な検診プログ
ラムが、ハイメディックでのPETによる画像診断を取り入れ
た検診です。
　現在は、東京大学医学部附属病院、京都大学医学部附属
病院と産学連携事業や共同研究にも取り組むほか、多くの国
内大学病院や地域有力病院との診療連携、プライマリ・ケア
やエイジングケアといったサービスを拡充してまいりました。
今後も当事業を通して、皆様のより良い人生を実現させるべ
く、研究、精進を重ね、「生涯メディカルサポート」をご提供し
てまいります。

メディカル事業のはじまり

大学との共同研究により国家的な
課題「健康寿命の延伸」に貢献

この医療研究の成果が
誰かの未来を幸せにすると信じて
この医療研究の成果が
誰かの未来を幸せにすると信じて
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世界に認められた「山中湖方式」

　リゾートトラストグループでは「会員様の人生を豊かにす
る」ことをミッションとして掲げており、お客様からも健康に
関するサービスを求める声が多く上がったことから、メディ
カル事業が始まりました。1994年、まだ「がん検診」という概
念が浸透していなかった時代に始めた画期的な検診プログ
ラムが、ハイメディックでのPETによる画像診断を取り入れ
た検診です。
　現在は、東京大学医学部附属病院、京都大学医学部附属
病院と産学連携事業や共同研究にも取り組むほか、多くの国
内大学病院や地域有力病院との診療連携、プライマリ・ケア
やエイジングケアといったサービスを拡充してまいりました。
今後も当事業を通して、皆様のより良い人生を実現させるべ
く、研究、精進を重ね、「生涯メディカルサポート」をご提供し
てまいります。

メディカル事業のはじまり

大学との共同研究により国家的な
課題「健康寿命の延伸」に貢献

この医療研究の成果が
誰かの未来を幸せにすると信じて
この医療研究の成果が
誰かの未来を幸せにすると信じて
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　2008年より､当社の専務取締役 総料

理長 内山敏彦は「子どもの未来は地球

の未来…」をテーマとするチャリティー

賞味会「うちやま料理ものがたり」を手

掛けてきました。2019年3月で開催80

回を迎え、今もなお多くのゲストを魅了

し続けています。

1947年愛知県生まれ。「帝国ホテル」を経て、1968年21歳
から約11年間ヨーロッパへ。本場フランス料理界で経験を
積み、1979年にリゾートトラスト株式会社に入社。自社の
フランス料理レストランの基礎を築き、当社の発展へとつ
なげる。2013年にフランス政府より『農事功労章オフィシ
エ』を受勲。その他多くの称号を叙任。
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チャリティー賞味会
うちやま料理ものがたり
～子どもたちの笑顔が輝くように～

チャリティー賞味会
うちやま料理ものがたり
～子どもたちの笑顔が輝くように～

チャリティー賞味会は
グランシェフ内山の新たな挑戦
　「うちやま料理ものがたり」は、内山が還暦を迎えてから始めた新た
な挑戦です。毎回、カトリック名古屋教区の司教座聖堂（カテドラル）
である布池教会のブライダル施設「聖ヨゼフ館」にて開催しており、料
理とワイン、音楽を味わう極上のひとときをご提供しています。
　この賞味会はシェフ育成の場と捉え、内山の指揮のもとで当社の若
手シェフたちが参加するほか、ベイコート倶楽部やエクシブ施設の料
理長ともコラボレーション。「一夜限りのスペシャルディナー&感動の
エンターテインメント」を展開しており､料理や内山自身も賞味会を通
して進化し続けています。

　チャリティー賞味会「うちやま料理ものがた
り」では、イベント収益の一部を、社会福祉法
人カトリック名古屋教区報恩会を通じて岐阜
県中津川の「麦の穂乳幼児ホームかがやき」に
お渡ししています。2018年で11回目となりま

した。毎年クリスマスの日に施設を訪問し､
内山自らがサンタクロースに扮して､1年
間のチャリティー募金と大きな特製クリス
マスケーキを子どもたちへのクリスマスプ
レゼントとして届けています。

当社に入社した当時から変わらぬ情熱を胸に､料理人生50年を越えた
今も走り続けています。皆様方とご一緒できることは､最上の喜びであり
私の生きがいとなっております。やはり私の使命は、料理が美味しいと
いうのは当たり前のこと「来て良かった」「楽しかったよ」とおっしゃって
いただける特別なひとときをお過ごしいただくこと､真のおもてなしを皆
様方にお届けしていくことです。

子どもたちの笑顔が輝くように
イベント収益の一部を寄付

キッチンの主役より楽しい料理のエンターテイナーになりたい

専務取締役 総料理長  

内山 敏彦
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エクシブ・リゾーピア・サンメンバーズ・トラスティにて、「つづける、
つながる、東北復興支援」として、8年目を迎える2018年も、東北地
方の特産品をお届けする東北物産展キャラバンを開催、売上の一部
をチャリティーとして寄付しました。物産展を通しても、東北支援や
震災孤児遺児応援を行っています。

2018年度実施ホテル
グランドエクシブ那須白河 ザ・ロッジ
グランドエクシブ鳴門 ザ・ロッジ
リゾーピア箱根
リゾーピア熱海
ホテルトラスティ名古屋 栄
ホテルトラスティ心斎橋

※上記に加え、毎年1月～3月の全てのホテルの売上の一部を寄付金として支援。

2018年追悼式／グランドエクシブ那須白河
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東北物産展キャラバンの実施

東日本大震災の発生以降、3月11日に
は、各ホテルで「東日本大震災追悼式」
を実施しています。今年も多くの皆様
にご参加いただき、厚く御礼申し上げ
ますとともに、今後も応援活動へのご
理解とご協力を賜りますようお願い申
し上げます。

各ホテルで追悼式を実施

2011年の東日本大震災や2016年の熊本地震の後、当
社では「災害対策室」を設置して、被災地にお住まいの
全ての会員様を直接訪問する「お見舞い隊」の活動を行
いました。お一人おひとりのお顔を見てお話を伺い、お
見舞い品を手渡しする活動です。2018年度は西日本豪
雨と北海道胆振東部地震の後に活動しており、北海道
の会員様へはお手紙によるご連絡をいたしました。

お客様の気持ちに寄り添う
災害支援「お見舞い隊」を実施

◆リゾートトラストの震災孤児遺児応援活動の歩み

平成30年7月豪雨被災地への
義援金寄付のご報告

会員様とともに復興支援活動を
続けてまいります

2011年
グループ施設に募金箱を設置、福島県西白河郡西郷村に寄付。
グループゴルフ場から日本赤十字社、新聞社などの義援金受付先に寄付。
福島県へ義援金寄付と生活必需品の物品提供。
「甦る東北美食フェア」開催。
第1回東北物産展キャラバンを13施設で開催、売り上げの一部を寄付。
リゾートクリスマスの宿泊プランなどの売り上げの一部を寄付。

2012年
第2回東北物産展キャラバンを18施設に拡大して開催。
リゾートクリスマスの宿泊プランなどの売り上げの一部を寄付。

2013年
チャリティイベントキャラバンなどを開催、イベント参加費の一部を寄付。
第3回東北物産展キャラバンを開催、売り上げの一部を寄付。
40周年イベント「究極の美食」の参加費の一部を寄付。
リゾートクリスマスの宿泊プランなどの売り上げの一部を寄付。

2014年
チャリティイベントキャラバンなどを開催、イベント参加費の一部を寄付。
第4回東北物産展キャラバンを開催、売り上げの一部を寄付。
リゾートクリスマスの宿泊プランなどの売り上げの一部を寄付。

2015年
チャリティイベントキャラバンなどを開催、イベント参加費の一部を寄付。
第5回東北物産展キャラバンを開催、売り上げの一部を寄付。
リゾートクリスマスの宿泊プランなどの売り上げの一部を寄付。

2016年
チャリティイベントキャラバンなどを開催、イベント参加費の一部を寄付。
第6回東北物産展キャラバンを開催、売り上げの一部を寄付。
リゾートクリスマスの宿泊プランなどの売り上げの一部を寄付。

2017年
チャリティイベントキャラバンなどを開催、イベント参加費の一部を寄付。
第7回東北物産展キャラバンを開催、売り上げの一部を寄付。
リゾートクリスマスの宿泊プランなどの売り上げの一部を寄付。

2018年
チャリティイベントキャラバンなどを開催、イベント参加費の一部を寄付。
第8回東北物産展キャラバンを開催。

ホテルイベントや東北物産展、Xmasプラン、
ポストカードなどの売上、募金箱より

寄付総額／946,118円
寄 付 先／日本赤十字社
　　　　　平成30年7月豪雨災害義援金、
　　　　　NPO法人カタリバ

　当社は、2011年3月11日の東日本大震災発生直後から、会員様と共に復興支援に精力的に取り組ん
できました。2011年に生まれた子どもたちが高校を卒業する2030年までの期間、支援を継続的に取り組
んでいる、愛知ボランティアセンターを通して応援金の寄付を続
けています。これからも彼らが健やかに成長し、大きな夢に向
かって羽ばたいていけるように、皆様のご理解とご協力のもと、
応援活動を継続していきます。

変わらぬご支援•ご協力に心よリ感謝申し上げます。

〈2011年度〉     3,369,719円
〈2012年度〉   52,459,803円
〈2013年度〉   30,650,923円
〈2014年度〉   31,659,395円
〈2015年度〉   33,158,952円

〈2016年度〉   32,891,391円
〈2017年度〉   30,266,129円
〈2018年度〉   27,318,626円
〈2019年度〉   18,105,227円

震災孤児遺児の大きな夢と未来に向けて

寄付総額　259,880,165円

東日本大震災孤児遺児への寄付のご報告
(2019年6月現在） 北海道胆振東部地震被災地への

義援金寄付のご報告

募金箱より

寄付総額／499,945円
寄 付 先／日本赤十字社
　　　　　平成30年北海道胆振東部地震
　　　　　災害義援金

地
域
社
会
へ
の
貢
献

地
域
社
会
へ
の
貢
献



エクシブ・リゾーピア・サンメンバーズ・トラスティにて、「つづける、
つながる、東北復興支援」として、8年目を迎える2018年も、東北地
方の特産品をお届けする東北物産展キャラバンを開催、売上の一部
をチャリティーとして寄付しました。物産展を通しても、東北支援や
震災孤児遺児応援を行っています。

2018年度実施ホテル
グランドエクシブ那須白河 ザ・ロッジ
グランドエクシブ鳴門 ザ・ロッジ
リゾーピア箱根
リゾーピア熱海
ホテルトラスティ名古屋 栄
ホテルトラスティ心斎橋

※上記に加え、毎年1月～3月の全てのホテルの売上の一部を寄付金として支援。

2018年追悼式／グランドエクシブ那須白河

33 34

東北物産展キャラバンの実施

東日本大震災の発生以降、3月11日に
は、各ホテルで「東日本大震災追悼式」
を実施しています。今年も多くの皆様
にご参加いただき、厚く御礼申し上げ
ますとともに、今後も応援活動へのご
理解とご協力を賜りますようお願い申
し上げます。

各ホテルで追悼式を実施

2011年の東日本大震災や2016年の熊本地震の後、当
社では「災害対策室」を設置して、被災地にお住まいの
全ての会員様を直接訪問する「お見舞い隊」の活動を行
いました。お一人おひとりのお顔を見てお話を伺い、お
見舞い品を手渡しする活動です。2018年度は西日本豪
雨と北海道胆振東部地震の後に活動しており、北海道
の会員様へはお手紙によるご連絡をいたしました。

お客様の気持ちに寄り添う
災害支援「お見舞い隊」を実施

◆リゾートトラストの震災孤児遺児応援活動の歩み

平成30年7月豪雨被災地への
義援金寄付のご報告

会員様とともに復興支援活動を
続けてまいります

2011年
グループ施設に募金箱を設置、福島県西白河郡西郷村に寄付。
グループゴルフ場から日本赤十字社、新聞社などの義援金受付先に寄付。
福島県へ義援金寄付と生活必需品の物品提供。
「甦る東北美食フェア」開催。
第1回東北物産展キャラバンを13施設で開催、売り上げの一部を寄付。
リゾートクリスマスの宿泊プランなどの売り上げの一部を寄付。

2012年
第2回東北物産展キャラバンを18施設に拡大して開催。
リゾートクリスマスの宿泊プランなどの売り上げの一部を寄付。

2013年
チャリティイベントキャラバンなどを開催、イベント参加費の一部を寄付。
第3回東北物産展キャラバンを開催、売り上げの一部を寄付。
40周年イベント「究極の美食」の参加費の一部を寄付。
リゾートクリスマスの宿泊プランなどの売り上げの一部を寄付。

2014年
チャリティイベントキャラバンなどを開催、イベント参加費の一部を寄付。
第4回東北物産展キャラバンを開催、売り上げの一部を寄付。
リゾートクリスマスの宿泊プランなどの売り上げの一部を寄付。

2015年
チャリティイベントキャラバンなどを開催、イベント参加費の一部を寄付。
第5回東北物産展キャラバンを開催、売り上げの一部を寄付。
リゾートクリスマスの宿泊プランなどの売り上げの一部を寄付。

2016年
チャリティイベントキャラバンなどを開催、イベント参加費の一部を寄付。
第6回東北物産展キャラバンを開催、売り上げの一部を寄付。
リゾートクリスマスの宿泊プランなどの売り上げの一部を寄付。

2017年
チャリティイベントキャラバンなどを開催、イベント参加費の一部を寄付。
第7回東北物産展キャラバンを開催、売り上げの一部を寄付。
リゾートクリスマスの宿泊プランなどの売り上げの一部を寄付。

2018年
チャリティイベントキャラバンなどを開催、イベント参加費の一部を寄付。
第8回東北物産展キャラバンを開催。

ホテルイベントや東北物産展、Xmasプラン、
ポストカードなどの売上、募金箱より

寄付総額／946,118円
寄 付 先／日本赤十字社
　　　　　平成30年7月豪雨災害義援金、
　　　　　NPO法人カタリバ

　当社は、2011年3月11日の東日本大震災発生直後から、会員様と共に復興支援に精力的に取り組ん
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私たちは周辺地域・景観を美しく維持し、お客様や地域の方々に気持ち良く
過ごしていただけるよう、清掃活動を行っています。

35 36

リゾート地を清掃する「リゾピカ」・街を清掃する「まちピカ」
私たちがお世話になっている
地域・社会に貢献するため
さまざまな活動を行っています

「サンスポ軽井沢リゾートマラソン」の
給水ボランティアに参加。

グランドエクシブ軽井沢
山中湖村主催で行われた「山中湖
ロードレース」の給水ボランティア
に参加。

エクシブ山中湖

地元の新居高校より職場体験として、
生徒の受け入れを実施。

グランドエクシブ浜名湖　職場体験

グランドエクシブ鳴門 エクシブ有馬離宮 横浜支社

グランドエクシブ浜名湖 エクシブ箱根離宮 リゾーピア箱根

エクシブ琵琶湖 グランドエクシブ軽井沢 エクシブ淡路島

軽井沢で行われた「国際カーリング
選手権大会」のお手伝いにボランティ
ア参加。

グランドエクシブ軽井沢
地元の米原中学校の生徒に
マナー講習会を実施。

エクシブ琵琶湖

地元の西郷支援学校より校外学習
として、生徒の受け入れを実施。
ベッドメイキングや、レストランでの
サービス体験も行った。

グランドエクシブ那須白河
地元の山中湖中学校より職場体験として、
生徒の受け入れを実施。実際に、放射線
技師やコンシェルジュの制服を着用し、
機器を使った体験も行った。

ハイメディック山中湖　職場体験
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　ザ・カハラ・ホテル&リゾートのレストランで提供している
野菜は、環境に配慮した害虫駆除を行っている「ナロ ファー
ム」などから仕入れており、可能な限り地元食材を仕入れる
ように取り組んでおります。地元の新鮮な野菜を提供できる
だけでなく、食材輸送にかかるエネルギー「フードマイレー
ジ」の軽減による燃料資源の節約や二酸化炭素の排出抑制
にもつながっています。

　ホテルにお越しいただくお客様や地域の方々に、いつも気
持ち良く過ごしていただけるよう、私たちは清掃活動を行っ
ています。私たちは美しいリゾート地をいつまでも大切にし
ていきます。

その土地の食材を使うことで
地球環境を考える

　宿泊されるお客様に向けて「カハラ・リネン・プログラム」を
実施しており、リネン類（シーツ・枕カバー・布団カバー）の交
換を毎日ではなく週3回（月曜日・水曜日・金曜日）行っていま
す。このプログラムは任意であり、毎日リネン類の交換をご希
望の方は、指定のカードをベッド上に置くことで、意思表示し
ていただいています。

お客様とともに
地球温暖化防止に努める

　運営する全レストランは、国際環境NGOのSurfrider 
Foundationが主催する「Ocean Friendly Restaurant」に
参入しています。団体の考えに
賛同し、プラスチックストローを
廃止し紙ストローに、持ち帰り用
の料理を入れるビニール袋を布
製に変更しました。

再利用しやすい素材を
積極的に使用

リゾート地の美しさを守るため
スタッフがホテル周辺を清掃

37 38
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美しいビーチリゾートにある
ホテルとしてできること
美しいビーチリゾートにある
ホテルとしてできること

ザ・カハラ ・ホテル＆リゾートは、2015年～2018年の4年連続で
ハワイ州主催の『グリーンビジネスアワード』を受賞しました。
ホテル内の空調や照明に使用するエネルギーの省力化、 水の使用量や廃棄物の削減など、
日常的にさまざまな環境活動を実施している点が評価されました。
この美しい光景をいつまでも守るため、私たちは今後も地球環境・地域環境に貢献していきます。

ザ・カハラ ・ホテル＆リゾートは、2015年～2018年の4年連続で
ハワイ州主催の『グリーンビジネスアワード』を受賞しました。
ホテル内の空調や照明に使用するエネルギーの省力化、 水の使用量や廃棄物の削減など、
日常的にさまざまな環境活動を実施している点が評価されました。
この美しい光景をいつまでも守るため、私たちは今後も地球環境・地域環境に貢献していきます。

グリーンビジネスアワード受賞グリーンビジネスアワード受賞

［ ザ・カハラ・ホテル＆リゾート ］ 
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リゾートトラストグループの職場環境への取り組みリゾートトラストグループの職場環境への取り組み

働きやすい職場づくり働きやすい職場づくり
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私たちは、多様な人財が活躍し、

誰もがいきいきと働くことができる職場の実現を目指し、

さまざまな取り組みを行っています。

多様な人財が活躍できる企業グループとなるために
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　「事務支援センター」は、障がい者雇用促進のために名古
屋・東京・横浜・大阪の事業所で立ち上がりました。最大の特
色は、雇用を目的とする専門的な組織を、特例子会社として
「作業所」のように作るのではなく、同じ事務所の中で障がい
者と健常者が一緒に働いている点です。作業に応じた配置
の工夫や、作業マニュアルの整備などきめ細かなサポート体
制を構築し、外部支援機関とも連携を強化しました。同時に
社内の各部署の事務作業などを見直し、積極的に各セン
ターへ業務を移管。これにより、事務支援センターでは現在
80種類以上もの業務を各部署から委託され、センター内は
充実感に満ちています。また、業務を効率化できたことで、他

名古屋事務支援センター
服部 匡志

同僚の存在が励みにも成長にもなり
仕事へのやりがいや自信も高まっています
　入社当初は短時間勤務でも体力的にきついと感じることがあ
りましたが、周りのサポートやハンデを背負った同じ部署の仲
間の存在に助けられ、5年目の今では時間を増やして働けるよう

になりました。書類の押印やホテルで使用するおしぼりの検品
作業など、仕事を覚えてできるようになるとやりがいを感じます。
新人の教育を担うこともあり、成長につながっていると思います。
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ダイバーシティの推進により
いろいろな“わたし”が輝ける職場へ
ダイバーシティの推進により
いろいろな“わたし”が輝ける職場へ

障がい者雇用の促進と
事務支援センターの設立

互いに支え合いながら働く職場に

部署はさらに自分たちの専門業務へ集中することができ、相
互的な協力関係が生まれました。2006年から、一つひとつ
試行錯誤しながら手探りでスタートしたこの支援センター
は、私たちの思いの結晶です。
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2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度

%

1.93％ 2.16％ 2.20％ 2.29％
2,82％

障がい者雇用率
〈 2012年度～2018年度 〉

平成30年の1,000人以上の
民間企業の実雇用率は… 2.25％
※厚生労働省「平成30年 障害者雇用状況の集計結果」より
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中部S&M
第二グループ一課 チーフ
毛利 峻

トラストガーデン株式会社
第一兼第二事業部 看護部 部長
鈴木 佳世子

家族の時間に専念することができました

43 44

一人ひとりの働き方をサポートしながら
当たり前に仕事と介護を両立できる環境に

出産後の大切な“家族時間”を
社員みんなが持てるように

　当社はワークライフバランスの推進と、社員それぞれが希
望するライフスタイルの実現を支援しており、男性社員の育
児休業取得も促進しています。2017年より短期育児休業制
度（通称：はぐくみ休暇）を導入し、育児休業取得のしやすさ
を向上させました。子どもが生まれた男性社員へ、直属の上
司から短期育児休業制度の内容を記載した既定の「出産お
めでとうカード」を手渡しする、会員制本部ではポスターによ
る取得促進をするなど、男性社員も休めるような環境づくり
を進めています。

介護についての各種制度をまとめて
介護との両立支援を周知

男性社員も育児参加しやすいよう
はぐくみ休暇の取得を推進

　当社は社員のライフスタイルに合わせた働き方ができる
ように各種制度を用意しており、介護と仕事の両立をサ
ポートしています。
　介護が必要になった場合の社内
制度をまとめた「介護のための両立
支援ブック」で社員に周知する他、
40歳以上または管理職の社員には
介護の基礎知識をまとめた「介護
対応ハンドブック」を配布し、仕事
と介護の両立が必要な社員をサ
ポートしています。

介護環境を整えられるよう
準備期間として介護休業制度を設置

　介護を理由に勤務が難しい場合、社内制度を活用する
ことで継続勤務できる仕組みを整えています。介護休業
のほか、短時間勤務や労働時間を制限する制度を用意
し、さまざまな働き方を選択できるようにしています。

介護短時間勤務制度

要介護状態にある家族を介護する社員は、取得回数に
上限なく所定時間を縮めることができる

私傷病の療養と介護を目的に連続７日以上欠勤する
場合、失効有休を積み立てられる（最大40日間）

介護サービス利用費用介護用品購入・レンタル費用を
会社が補助

子どもが生まれた男性社員へ直属の
上司から上記のカードを手渡しする
ことで、男性の育児休暇の取得促進
につなげています。

介護・育児と仕事を両立する社員、およびその上司を主な対象として
知識向上と相互理解の機会として通年で全社開催しています。

両立支援ワークショップの開催

　第2子の出産時、7日間のはぐくみ休暇を取得させ
てもらいました。
　始めは、妻の実家近辺で出産を考えておりました
が、出産日が近くなり、勤務地である名古屋で出産す
ることとなりました。帝王切開での出産は決まってお
り、出産後は入院をしなくてはいけなく、互いの両親
も遠方で共働きのため、入院中の間の長女の
子育てに悩んでおりました。
　そんな時に、昨年この制度を利用し
た同僚から教えてもらい、上司に相談
しました。上司、同僚のご協力が大き
く、仕事を気にせず、家族との時間に専
念する事ができました。
　子育ての大変さ、日頃の妻への感謝
が再認識でき、家族の絆（愛）が深まり
ました。

育児休業取得率（2018年度実績）

・・・・・・・・・・・・83.2％
・・・・・・・・・・・・・5.14％男性の育児休業の割合は

女性の育児休業の割合は 

平成29年度一般企業の平均は？

※厚生労働省「平成29年度雇用均等基本調査（確報）」より

ちなみに

100% 37.0%

介護を自分だけの負担や義務にせず
制度や会社の力を借りることで
乗り越えられました

　母が末期がんで余命数カ月と宣告され、本人の意
向で在宅医療を選択。部長職に付き、数多くの業務を
抱えていた中で介護生活を開始しました。
　絶え間ない抗がん剤治療に加えて脳転移による認
知症状が出始め、次第に日常生活はままならない状
態に。仕事を続けられるか迷っていた時、介護休業制
度があると会社から提案され取得することに決めま
した。休業中も上司とメールのやりとりをする、グ
ループ内のスタッフやドクターも病院の情報をくれる
など親身になってもらえたのでとても救われました。
　現在はグループ各施設に勤務する看護
師のマネジメントを行う中で、情報共
有や意見交換、介護職員も交えた看
取り研修などを実施しています。
これから介護休業はより身近にな
るでしょう。自分の経験を広め、同
僚が介護に直面したら制度につ
いて伝えたり、一声かけて気
遣ってあげたいと思います。

・小学校３年生以下の子を持つ社員が対象
・入会金、年会費を会社が負担する
・年１回利用料金を会社が負担（上限8時間）
・正社員以外も利用可能
・子が感染症（インフルエンザ等）の場合も利用可能

「ベビーシッター制度」による育児両立支援

私傷病介護休暇制度

介護費用補助（ポイントくん）

男性女性
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お客様の心をつかむ温かい接客を心掛けています

エクシブ琵琶湖 ロビーサービス
佐野 宗也

シニアスタッフの活躍 外部評価の紹介
■定年後も活躍できる制度を用意
定年後も継続勤務を希望し、会社が
定める一定の基準を満たす社員につ
いては、定年年齢を延長する制度や、
シニアスタッフとして嘱託雇用で働
き続けられる制度を設けています。

■女性社員のキャリア形成支援
キャリア促進に向け、数値目標を設
定、現在は管理職比率のみを目標と
していますが、今後はさらに内容を充
実させ、実力ある女性を積極的に役
員にも登用していく予定です。

多様な社員の活躍

52歳で入社、現在74歳です。サービス業は
未経験で今でも日々勉強の連続ですが、接
客を通して多くを学べることが楽しく、成長
の場を提供してくれる会社には感謝してい
ます。

キャリアもプライベートも両立できる環境に

リゾーピア別府 副支配人
谷口 由香

3歳の息子の育児の傍ら、リゾーピア別府の
副支配人も務めています。サービス業での両
立は、勤務時間の調整、日曜日や長期休暇の
預け先など課題がたくさんですが、いずれ
は、私自身の経験を生かしてもっと両立しや
すい仕組みづくりを提案できるぐらいになり
たいです。

■シニアスタッフの活躍状況
2019年4月時点でシニアスタッフの
割合は全従業員の９.8％となり、今後
さらに割合を増やし、シニアスタッフ
の持つ技術やノウハウを事業の発展
に活用していきます。

従業員に占める
シニアスタッフの割合
（2019年4月時点）

60歳以上

2013年5月に「女性活躍推進プロ
ジェクト」を発足。その後「ダイバーシ
ティ推進室」へと進化し現在は「ＣＳ
Ｒ推進室」となって、全従業員が活躍
できる職場づくりを推進しています。
また各本部においても独自に企画し、
ヒアリングやアンケート、研修の実施
などを積極的に行っています。

2015年時点 2018年度時点 2025年4月目標

リゾートトラストグループ目標  女性管理職比率

・通信教育に「女性キャリア」メニューを追加
・女性社員向け研修「Shining Forum」
 （会員制本部）を実施
・女性幹部候補研修（ホテルレストラン本部
 〈当時〉）を実施
・現職管理職への研修を実施

平成25年度最優秀賞
「厚生労働大臣賞」を受賞

積極的な職域拡大や業務マニュアルの整備、障がい者
のモチベーション向上と維持、精神障がい者の平均勤
続年数が5年超という職場定着の実現などが特に評価
点として挙げられています。

平成29年度東京都障害者雇用優良取組企業
「障害者雇用エクセレントカンパニー賞」を
受賞
障がい者の能力開発や処遇改善の優良な取り組みを行
う企業として、当社の「障がい者が職場でいきいきと活
躍することができる環境整備のための特色ある取り組
み」が評価されました。

平成26年度ダイバーシティ経営企業100選
（経済産業省）に選出

多様な人材を生かし、その能力を最大限発揮できる機
会を提供することでイノベーションを生み出し、価値創
造につなげている企業を表彰するものです。当社は障
がい者雇用に対するさまざまな取り組みに対する高い
評価によって選出されました。

障害者雇用優良事業所
「機構理事長努力賞」を受賞

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構が主催
する、「障害者雇用優良事業所」の表彰において東京事
務支援センターが受賞。

45 46

シニアスタッフとして
嘱託雇用

1年ごとに契約更新

定年退職

65歳に定年延長60歳
仕事とライフイベントが両立しやすい環境づくりへの取
り組みや両立支援制度の拡充、社内イントラサイトでの
育児や介護に関する情報周
知、さらに男性の育児参加促
進への積極的な施策が認め
られ、今回の新基準での認定
につながりました。

次世代認定マーク「くるみん」を継続取得

管理部門・事業部門が一体となり、独自制度である「短期
育児休業制度（はぐくみ休暇）」の取得実績向上や「出産
おめでとうカード」など、男性従業員の育児参加に向けた
さまざまな施策を展開していることが評価されました。

平成30年度愛知県ファミリー・フレンドリー
企業表彰「イクメン・イクボス企業賞」受賞

60歳未満
90.2%

9.8%
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禁煙プログラム導入
従業員食堂でスマートミールを提供

リゾートトラスト健康保険組合の設立 第2回「健康な食事・食環境（スマートミール）」
認証 3つ星を取得

　私たちは、従業員の禁煙を推奨し、喫煙率の減少に取り組
んでいます。2019年5月より、リゾートトラスト健康保険組
合・リゾートトラストグループのクリニックとの連携により、
導入した禁煙アプリから、ウェブ対話にて直接、リゾートトラ
ストグループのクリニックの医師につながり、遠隔地にいな

がら禁煙診療を受けられる制度を導入しました。これにより
今後のさらなる喫煙率の減少を目指します。

従業員食堂で健康イベント

　従業員の健康意識向上、また生活習慣の見直しのきっか
けづくりとして、「血管年齢 測定イベント」を実施しました。
イベントでは、管理栄養士により測定器を用いて血管の健康
度を測定し、血管老化状態のフィードバック、食事や生活習
慣をアドバイスし、自身の健康状態と向き合う機会となりま
した。（2018年度1,681人が参加）

健康ポイント制度
　従業員の健康意識向上と、健康への取り組み推進を目的
に、「健康ポイント制度」を導入しています。スマートフォンア
プリを使い、歩数や、健康診断受診、スマートミールセットの
喫食などに応じてポイントが付与される制度です。

　従業員の食生活を継続的に支援することを目的に、各ホテ
ルで働く従業員が利用する従業員食堂では、メニューのひと
つにスマートミールセットを提供しています。スマートミール
セットとは、1食で必要な栄養がバランス良くとれる食事で、
生活習慣病予防・健康増進を目的とした食事メニューです。
24カ所の従業員食堂で提供し、食生活の面からも従業員の
健康をサポートしています。

当社は、リゾートトラストグループの経営理念で

ある『エクセレント・ホスピタリティ・グループ』の

真の実現のために、心身ともに健康で自らの人生

を輝かせる人材が欠かせないと考えます。そのた

めに社員の健康維持・増進に向け、安全で快適な

職場環境の形成、社員の生活習慣の改善、メンタ

ルヘルスケアの充実などの施策を会社と社員、そ

してその家族が一体となって実行・推進し、イキ

イキと活躍できる職場環境と、家庭生活の充実に

取り組むことを宣言いたします。さらには、当社

グループのハイセンス・ハイクオリティな事業活

動を通じ、当社に関わる全ての人々の人生を謳歌

するしなやかな生き方に貢献していきます。

　これらの取り組みの結果、健康な食事・食環境コンソーシ
アム（※1）が実施する第2回「健康な食事・食環境（スマート
ミール）」認証制度（※2）の給食部門において、最上位の「3つ
星」認証を取得しました。

　2018年4月1日にリゾートトラスト健康保険組合を設立し
ました。
　組合との連携を通じ、従業員の生活習慣病などの疾病を
予防するための効果の高い取り組みにつなげる考えです。ま
た、従業員を支える家族の健康も欠かせないものであるとい
う認識のもと、被扶養者の健康診断の補助拡大や受診の促
進にも取り組んでいます。

47 48

「健康経営優良法人（ホワイト500）」 3年連続で認定

当社は、経済産業省と日本健康会議が共
同で認定する「健康経営優良法人2019 ホ
ワイト500」に選定されました。３年連続で
の認定となります。この制度は、地域の健

康課題に即した取り組みや、日本健康会議
が進める健康増進の取り組みをもとに、特
に優良な健康経営を実践している法人を
顕彰する制度です。

※1 「健康な食事・食環境」コンソーシアムとは、特定非営利活動法人 日本栄養
改善学会、日本給食経営管理学会、特定非営利活動法人 日本高血圧学会、
他、計11団体からなるコンソーシアムです。

※２ スマートミール認証制度とは、「健康な食事（スマートミール）」を継続的に、
健康的な環境で提供する店舗や事業所を認証し、企業が進める健康経営を
食生活の面から応援する制度のことです。

リゾートトラストグループ

健康経営

健康経営宣言健康経営宣言

社員喫煙率と目標

2015年度 2018年度 2022年度

32.6%
12.0%

37.0%
目標
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49 50

リゾートトラストグループの環境ロゴマーク

1枚の葉を人が包み込むデザインに
人と自然が共生するという思いや姿勢を込めています。

東京ベイコート倶楽部
ホテル＆スパリゾート

グランドエクシブ那須白河 エクシブ山中湖
エクシブ山中湖サンクチュアリ・ヴィラ

グランドエクシブ軽井沢※

エクシブ軽井沢

エクシブ蓼科

エクシブ箱根離宮 グランドエクシブ初島クラブ エクシブ伊豆 グランドエクシブ浜名湖 グランドエクシブ鳥羽

エクシブ琵琶湖 エクシブ京都 八瀬離宮 エクシブ白浜＆アネックス エクシブ有馬離宮 エクシブ淡路島

グランドエクシブ鳴門 リゾーピア箱根 リゾーピア熱海 リゾーピア久美浜 リゾーピア別府

サンメンバーズひるがの サンメンバーズ京都嵯峨 サンメンバーズ神戸 ホテルサンフレックス鹿児島 ホテルトラスティ東京ベイサイド

ホテルトラスティ 金沢 香林坊 ホテルトラスティ名古屋 栄 ホテルトラスティ名古屋 ホテルトラスティ心斎橋 ホテルトラスティ大阪 阿倍野

ホテルトラスティ神戸 旧居留地 名古屋本社 東京本社 横浜支社 大阪支社

環境マネジメント
システム（ISO14001）
環境マネジメント
システム（ISO14001）
ISO14001は、企業活動が環境に与える影響の
管理を適正に行い、継続的に環境保全に
取り組むための要求事項を定めた国際規格です。
当社では、現在35事業所において
この認証を取得しています。

※「グランディ軽井沢ゴルフクラブ」を除く（2019年6月時点）
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